様式Ｆ－②
（廃校救済措置合意書様式）

令和　　月　日　　付

公益財団法人

日本高等学校野球連盟

　会　長　　八　田　英　二　殿

（連合チーム編成校）

申請学校名

学校長名












印

（派遣協力校）

協力学校名

学校長名












印

連合チーム編成による合意書

今般、令和　年度末をもって廃校となる　　　　高等学校とその近隣校である
　　　　高等学校は、日本高等学校野球連盟が定める｢廃校となる野球部の特別措置｣に基づき、次の条件で連合チームを編成することを合意し、その確認のため、本書を2通作成し、双方の学校でこれを保管する。

なお、文書に取り決めのない事項が起きたときは、双方の学校長が野球部員の大会参加機会を可能な限り確保する、特別措置の主旨に基づき協議、決定する。

記

1. 協力校は、申請校が　　　　　大会に参加するに当たり、その部員不足を救済するため、別紙の協力校野球部員を派遣することに合意する。

 派遣期間　
　月　　日から　　　　大会終了まで

2. 協力校から部員の派遣を受けた申請校は、派遣部員を自校の選手として所属連盟に登録する。

3. 協力校から部員の派遣を受けた申請校は、派遣部員と合同で練習や試合に参加するときの派遣部員の引率責任を、下記の申請校責任教師が派遣校学校長から委任を受け、指導、監督する。

 申請校責任教師　氏名

4. 申請校は、自校の練習及び試合開催計画を予め協力校学校長に示し、派遣部員が申請校野球部と合同で活動を行う計画表を作成し、同意を得ること。

5. 派遣校は、野球部員の中から派遣部員を選考するに当たり、部員の自主的な意思を尊重し、保護者の同意も得ること。

6. 計画の変更や派遣部員に異常が起きたときは、予め定めた緊急連絡要領により、申請校が協力校に遅滞なく連絡をとること。　　　　　　　　　　　　以　上

